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《本号の表紙絵》

重要文化財に指定された曲直瀬道三の『啓迪集』

曲直瀬道三（1507～ 1594）は安土桃山時代に活躍した医家．京都柳原に生まれ，名は正

盛また正慶，字は一渓，号は雖知苦斎・翠竹斎・盍静翁など，道三はその通称．幼くして僧

籍に入り，京都五山の相国寺で学び，のち関東足利学校に入り漢学を修めた．医学を田代三

喜に学び，帰京の後は啓迪院を創設して多くの門人を育成．時の有力者や天皇家の信任を得，

その医療を担当した．道三は当時最新の明刊医書を積極的に導入し，それらを巧みに整理し

て曲直瀬流またはのちに後世方派と称される医学の基盤を確立した．その功績から日本医学

中興の祖と称されている．

『啓迪集』は数ある道三の著作の中でも代表的な医書．天正 2年（1574）自序，同年の策

彦周良題辞があり，また同年には正親町天皇の叡覧に供されている．『医学正伝』『玉機微義』

『医林集要』『丹渓心法類集』『恵済方』『医方選要』などの当時新渡来の明版医書を駆使し，

それらを道三の考えに基づき整理して編纂された書．

平成 26年，国の重要文化財に武田科学振興財団杏雨書屋所蔵の『啓迪集』2点が新指定

された．従来，日本人が編纂した医書としては平安時代書写の『医心方』が国宝として唯一

であったが，中世から近世の医学書が重要文化財に指定されたのは今回が初めてとなる．

表紙に掲示した写真は，『啓迪集』曲直瀬道三自序の首，および巻一首．ともに武田科学

振興財団杏雨書屋所蔵（新杏 1416）．

（天野　陽介）


